
   

【お問い合わせ】宇土市子ども会連絡協議会 

理事 山口 泰介 TEL：090-9563-0611 

報道関係者各位 

Press Release 
－お問い合わせ－ 

宇土市 まちづくり推進課 広報プロモーション係 

担当：東（ひがし）、松田（まつだ）、古田（ふるた） 

電 話：０９６４－２７－６６０８／メール：machi05@city.uto.lg.jp 

2025年１１月１７日 

宇土市役所 

 

 

 

 

 

 

宇土市子ども会連絡協議会（会長：山本多美男）は、12月 7日（日）、宇土市中央公民館にて、子ども

たちが“本物の化石”と向き合う学習イベント「化石のレプリカづくり」を開催します。 

今回の体験は、宇土市の子ども会会員と保護者が一堂に会し、ものづくり体験を通じて交流を深め

るとともに、熊本が“化石の宝庫”であることを知り、郷土への興味関心と科学的探究心を育むこと

を目的に実施するものです。 

 

【見どころ①】自分で採った化石を、自分の手でクリーニング！ 

参加者が扱う化石は、9月に行われた「サマーキャンプ in御所浦」で、子どもたち自身がハンマ

ーを使って採集した“本物”の化石。当日は、前熊本地学会会長の鶴田孝三氏、同会員の鶴田る

みこ氏を講師に迎え、専門家の指導のもと、余分な岩石を取り除くクリーニング作業にも挑戦し

ます。 

 

【見どころ②】アンモナイトやティラノサウルスの歯のレプリカづくり 

レプリカづくりでは、ティラノサウルスの歯・アンモナイトといった人気の化石を選んで製作。

オープニングには化石クイズもあり、子どもたちのワクワクを引き出します。 

 

【1日の流れ】（会場：宇土市中央公民館） 

9:30 開会 

9:40 化石のレプリカづくり・ 

クリーニング体験・化石観察 

11:30 閉会 

参加料：100円／人 

対象：宇土市子ども会連絡協議会の 

登録児童・幼児・保護者 

 

【取材のご案内】 

当日は、レプリカづくりやクリーニングの実践のほか、採集した化石の展示や講師へのインタビ

ューなど、撮影・取材に適した内容が多数ございます。子どもたちが“1億年前の世界”を体験

する貴重な機会を、ぜひご取材ください。 

“1億年前の熊本”がよみがえる日 

宇土の子どもたちが挑む、本物の化石づくり体験 
令和 7年度 宇土市子ども会連絡協議会 「化石のレプリカづくり」開催 

【宇土市子ども会連絡協議会について】 

令和 7年度の会員数は 80名（児童 62名・保護者

18名）＋個人会員 16名。市内 6地区の子ども会で

構成され、年間を通して安全講習会、ヨット試乗

体験、サマーキャンプなど、多様な体験活動を実

施しています。子ども会は「子どもが主役」の社

会教育団体。異年齢の仲間と活動することで、自

己決定力、人間関係力など“生きる力”の育成を

めざしています。 


